
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 長岡市自転車ネットワーク計画検討委員会 

自転車ネットワーク計画策定の基本方針と候補路線について 

平成２６年 3 月 10 日 
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１．第 2 回委員会での検討事項について 

 

 長岡市自転車ネットワーク計画策定と委員会の関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【道路交通法の一部改正について】（抜粋） 

  平成 25 年 12 月 1 日から、自転車利用に関して次のとおり道路交通法が改正

されました。 

※路側帯とは･･･ 

歩道のない道路などで、車道と白い線で区切られた部分 

(画像出典：新潟県警察ホームページ)

第４回 

委員会議事 

第５回 

委員会議事 

第１回 

委員会議事 

（10 月 28 日） 

計画検討の開始 

 

第３回 

委員会議事 

整備形態の検討 

ネットワーク路線の道路条件の整理 

路線の車道・歩道などの幅等の検討について 

自転車ネットワーク計画（素案）の提案 

自転車ネットワーク計画（案）の提案 

ネットワーク計画検討エリアの設定 

 

第２回 

委員会議事 

（3 月 10 日） 

 

ネットワーク候補路線について 

基本方針（案）の設定 

＜トピック＞ 

自転車ネットワーク計画策定 

1）基本方針（案）の設定 

計画範囲内の状況等を基に、基本方針（あるべき姿）（案）を設定します。 

2）ネットワーク候補路線について 

自転車通行が多く見込まれる区間や、主要施設等を連結する路線を、自転車ネット

ワーク路線候補として選定します。 

『自転車を含む軽車両の路側帯通行に関する規定の整備』 

 自転車等軽車両が通行できる路側帯は、道路の左側部分に設けられた路側帯に限ります。 

改正前 改正後 

第 2 回委員会での検討事項 
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◆長岡市の現状 

 →長岡駅周辺の高等学校への通学には自転車が約７５％利用されているなど、市内の高校生

の自転車利用率は高い状況です。 

 →「2013 ながおかノーマイカーデー」では実施者の３７．3%が自転車を利用しており、公

共交通機関（１３．９%）の３倍近い数であったことから、自家用車の代替交通として自

転車が高いポテンシャルを有していることが分ります。 

◆上位計画における自転車利用環境整備の位置づけ 

 →長岡市総合計画 

  ・生活道路の機能が常に確保される道路の維持管理に努めながら、魅力ある歩行者自転車

空間の創出 

 →都市計画マスタープラン 

  ・コンパクトなまちづくり（都市機能の集積：歩行とともに自転車利用は手軽な交通手段）

  ・交通結節点における公共交通機関と連携したパークアンドライドの推進を図るため、既

存駐車場の活用や新たな駐車場・自転車駐車場の整備 

◆通勤・通学等に欠かせない交通手段 

長岡駅周辺地域には多くの企業、学校、商業施設等が集中し、会社員や高校生の通勤・通学、

近隣住民の買い物等において、自転車は欠かせない交通手段の一つです。 

◆交通円滑化への貢献 

高齢化社会の進展や環境問題の深刻化から、自家用車依存から公共交通への転換が望まれて

いますが、経路が限定されてしまう等、自家用車を利用する割合が依然多い状況です。 

市街地内外を結ぶ自転車経路網を強化し、自転車の走行性・安全性が向上することにより、

自転車利用への転換が見込まれることから、交通円滑化への貢献が期待できます。 

◆駅周辺街区活性化への後押し 

コンパクトなまちづくり、まちなか回帰の取り組みにより、駅周辺街区に活性化の効果が見

られ始めている中で、近距離をゆっくり移動する手軽な交通手段として自転車を活用すること

が、さらなる活性化への後押しとなります。 

◆冬季利用には適さない 

冬季には路肩の大部分が堆雪帯として利用されており、走行可能な空間は制限されます。ま

た、降雪時の車道走行は、接触事故の発生や、交通渋滞の原因となり、大変危険です。 

無雪期に自転車を利用する人の大半が冬季には代替交通を多く利用している状況からも、長岡

市では冬季の自転車利用を計画には取り入れません。 

◆利用者ニーズのネットワーク形成 

・交通センサスやアンケート結果を基に、自転車利用の多い路線を抽出し、ネットワークを形成し

ます。 

◆通勤・通学・買い物のネットワーク形成 

・公共交通の結節点である長岡駅を中心に、エリア内の大学・高校・中学校を結ぶネットワークを

形成します。 

・川東地区と川西地区を結ぶネットワークを形成します。 

◆病院や公共施設を結ぶネットワーク形成 
・病院や公共施設を結ぶネットワークの形成を図ります。 

◆観光資源を活用したネットワーク形成 

・エリア内に点在する観光施設や信濃川を結ぶネットワークを形成します。 

◆自転車利用者の安全・安心 

・通学や通勤の安全性向上 

川東地区や川西地区と学校等を結ぶネットワークを形成することにより、安全・安心に通勤・

通学できる環境を整備します。 

・歩行者の安全性向上 

自転車と歩行者が混在する歩道において、歩行者・自転車の分離を進めることにより、歩行

者の安全・安心を図ります。 

  

◆自転車利用の促進 

・自動車から自転車への交通転換の促進 

過度な自動車利用から公共交通や自転車への移動手段の転換を目指して、自転車を利用しや

すい環境づくりを目指します。 

・公共交通との乗り換え利便性向上 

交通結節点である長岡駅、北長岡駅、宮内駅を結ぶネットワークの形成を図り、鉄道やバス

などの公共交通から自転車への乗り換え利便性の向上を図ります。 

 

◆長岡に住む人、来る人への移動支援 

・住む人の視点から 

  中心市街地と千秋が原地区及び病院や公共施設を結ぶネットワークを形成し、市民が気軽に

自転車で買い物などの移動ができる環境を整備します。 

・来る人の視点から 

来訪者が観光施設や信濃川などの自然を気軽に回遊できる環境を整備します。 

２．基本方針（案） 

１）長岡市の現状や計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）長岡市における自転車利用の位置づけ 

３）基本方針（あるべき姿）（案） 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）自転車ネットワーク路線の選定 
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３．自転車ネットワークの候補路線の提案 

３－１ ネットワーク候補路線の構成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基幹ネットワーク 

信濃川を渡る 3 橋を通る東西方向の主軸ルートを設定し、東西方向の

コミュニティと自転車交通を強く結びつける軸線とします。 

さらに、これらの主軸ルートを南北方向につなぐ複数の接続ルートを

設定することにより、ネットワーク全体の核となるダブルラダー（梯子）

構造の基幹ネットワークを形成します。 

■幹線ネットワーク 

基幹ネットワークを核として、対象地域内において、通勤・通学及び

多くの市民が利用する公園や運動施設、文化施設、公共施設等を結ぶル

ートにより、幹線ネットワークを形成します。 

■広域ネットワーク（将来） 

将来的に、他市町村との結びつきを考えた広域的な自転車ネットワー

クとして、幹線ネットワークの外側に、放射状の広域ネットワークを形

成します。 

対象エリア内は、JR 線および信濃川によって東西方向に３つのゾー

ン（長岡駅東ゾーン、長岡駅西ゾーン、川西ゾーン）に分断されていま

す。 

自転車ネットワークの構築にあたっては、東西方向のコミュニティの

分断を最小限にとどめ、スムーズな自転車交通を実現することが重要で

す。  

このため、信濃川を渡る３橋（長岡大橋、大手大橋、長生橋）を通る

東西方向の 主軸ルートを設定し、東西方向のコミュニティと自転車交

通を強く結びつける軸線とします。 

さらに、これらの主軸ルートを各ゾーン内で南北方向につなぐ接続ル

ートを設定することで、自転車ネットワーク全体の核となる基幹ネット

ワークを形成します。 
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３－２ ネットワーク候補路線 
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３－３ ネットワーク候補路線（管理者別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理者 ネットワーク種別 距離

01国 11.8
幹線ネットワーク 4.6
基幹ネットワーク 7.2

02県 35.1
幹線ネットワーク 24.5
基幹ネットワーク 10.6

03市 36.6
幹線ネットワーク 30.4
基幹ネットワーク 6.2

総計 83.483.5
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４．自転車ネットワーク計画検討エリアの設定（修正案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半径 5km

計画対象エリア

・一般的な自転車の移動圏を考慮し、長岡駅を中心とした半径５ｋｍの範囲を対象とします。 

・エリア内には、自転車を多く利用している旧長岡市内の高等学校全てと、長岡高専が含まれるネットワーク計画を検討します。 

以前の計画対象エリア 

6 
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５．地域の現況整理 

５－１ 利用実態                         

（１）通学利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の高校生の多くが自転車通学をしているため、自転車での通学経路として多くの道路が利用されています。 

長岡駅周辺や各高校周辺での利用者が多い傾向が見られるものの、利用者は各道路に広く分散している傾向があります。 

これは、自宅から各高校へのルートの関係で分散していたためと考えられますが、主たる経路については、通勤利用経路と同じ走行性の良い道路に集中しています。
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（２）長岡駅周辺道路及び主要交差点の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（朝・夕の高校生が特に多く 

日常利用も確認されている） 

（高校生以外の利用が多い 

特に日常利用が多い） 

長岡明徳高校 

長岡工業高校 

帝京長岡高校 

長岡高校

長岡大手高校 

葵高等学院 

長岡商業高校

長岡凛晴学院 

長岡駅 

長岡南中 
付属長岡中 

長岡東中 

東北中 

長岡市役所 

長岡市役所 

幸町庁舎 

長岡高専

つくば開成高校

 

 
 

― 

― 

― 

― 

― 
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50 

20 
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100 

50 

20 

5 

1 

（日常利用が高校生の通行利用より常に多い）
（高校生以外の通勤や 

日常利用が多い） 

（主に通勤や日常利用が多い） 

（特に朝の高校生の通学が多く 

日常利用も多い） 

（通勤・通学利用と日常利用の両方多い） （通勤・通学利用と日常利用の両方多い） 
（高校生利用が主） 

（高校生以外の通勤や 

日常利用が多い） 

（高校生利用が主） 

⑧国道 352 号 追廻橋交差点 
③ 88 (3)

至　長生橋 ④ 76 (23)

① ② ⑦ ⑧
193 185 216 133
(34) (57) (73) (16)

⑤ 152 (27)

⑥ 127 (19)

⑨国道 351 号 長生橋東詰交差点 
⑤ 198 (58)

至　長生橋 ⑥ 180 (65)

① ② ⑦ ⑧
82 88 47 80

(46) (43) (29) (48)

③ 201 (60)

④ 171 (68)

⑩国道 351 号 大手大橋東詰交差点 
③ 108 (13)

至　大手大橋 ④ 106 (10)

① ② ⑦ ⑧
34 43 46 63

(10) (10) (4) (7)

⑤ 79 (25)

⑥ 89 (24)

①国道 8 号 中島 7 丁目交差点 
③ 22 (10)

至　長岡大橋 ④ 19 (3)

① ② ⑤ ⑥
22 17 7 19
(1) (0) (0) (1)

⑦ 37 (3)

⑧ 52 (11)

②国道 8 号 新町 1 丁目交差点 
⑦ 61 (13)

至　長岡大橋 ⑧ 34 (4)

① ② ⑤ ⑥
94 114 77 105

(15) (8) (8) (8)

③ 76 (8)

④ 76 (21)

③国道 8 号 愛宕交差点 

③ 103 (12)

至　長岡大橋 ④ 80 (2)

① ② ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
19 20 1 1 0 2
(7) (6) (0) (0) (0) (0)

⑤ 60 (20)

⑥ 40 (1)

④国道 8 号 川崎 IC 交差点 
③ 16 (9)

至　長岡大橋 ④ 21 (12)

① ② ⑦ ⑧
11 13 0 0
(6) (9) (0) (0)

⑤ 31 (24)

⑥ 27 (21)

⑪東幹線 20 号線 東口通り交差点 
③ 201 (129)

至　長岡駅 ④ 209 (112)

① ② ⑦ ⑧
54 57 119 82

(19) (10) (64) (35)

⑤ 63 (17)

⑥ 79 (38)

⑤国道 17 号 中沢交差点 
③ 19 (0)

至　長岡駅 ④ 0 (0)

① ② ⑦ ⑧
2 9 5 6

(0) (5) (0) (0)

⑤ 117 (26)

⑥ 138 (36)
凡例
線幅： 施設：

線種：

高校0～50台

横断歩道通行

地下道通行

乱横断

150台以上

100～150台

50～100台 中学校

駅

市役所

⑦国道 352 号 四郎丸交差点 
⑤ 123 (16)

至　長生橋 ⑥ 104 (15)

① ② ⑦ ⑧
86 66 80 76

(12) (14) (23) (5)

③ 98 (10)

④ 147 (25)

⑥国道 17 号 美沢 3 丁目交差点 
⑤ 5 (4)

⑥ 7 (1)

⑨ 4 (1)

至　長生橋 ⑩ 1 (1)

① ② ⑦ ⑧
3 17 26 21

(1) (5) (15) (8)

③ 74 (22)

④ 109 (47)

断面交通量 

凡例 

高校生以外の日常利用が多い 

通勤・通学利用と日常利用の両方多い 

高校生利用が主 

重要検討エリア内の主要交差点での自転車移動方向は、南北方向に比べて東西方向の移動者が多い傾向が見られます。 

これは日常利用も含め、信濃川橋梁部からの直進路線を主経路として、各目的地（事業所・学校・商業エリア）へ移動していると考えられます。 

調査日：2013 年 12 月 5 日（木） 

時間  ：7：00～19：00 12 時間 

方法  ：方向別交通量 

提供：国土交通省 北陸地方整備局 長岡国道事務所 

（高校生利用が主） 

（高校生利用が主）
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５－２ 主要施設の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商業施設は主に長岡駅周辺にまとまって分布している他、川西・川東東部にも位置していることから、東西方向の移動を円滑にし、利便性向上を図る必要があります。 

公共施設は重要検討エリア内に広く分布しており、これらを自転車を利用しながら自由に往来できるよう走行性を向上させる必要があります。 

高校生の多くが自転車を移動に利用していることから、部活動等で利用される体育関連施設への安全な通行ルートを設定する必要があります。 
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５－３ 冬期利用について 

（１）冬期の道路状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□1  

□2  

□3  

□4  

□5  

□6  □7

□8

□9

□10  

□11  

□12  

□13  □14  

一部、アーケードが設けられた歩道や消融雪設備が設けられた歩道などでは、自転車の通行が可能な区間も見られます。 

しかし、多くの区間の歩道や路肩（車道除雪の堆雪帯）には積雪があり、冬期間の自転車の走行は極めて困難な状況にあります。 

2014 年 1 月 15 日、17 日撮影 
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６．長岡駅周辺駐輪場の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月別時間別平均収容台数 

長岡駅周辺の市営駐車場の利用率は８～６６％であり、全体的に収容台数に余裕があります。 

長岡駅東口は自転車放置禁止区域のため、駐輪場の利用率は比較的高い傾向にあるが、大手口周辺については、アーケード下の歩道上への路上駐輪が非常に多く見られます。

ネットワークを構築するに当たり、既存スペースを有効に活用した自転車走行環境を確保するため、駐輪場の利用促進を図ることも重要となります。 

提供：長岡市 道路管理課 
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〈参考資料〉雪国の他の地域における自転車ネットワーク計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治体 
計画 

策定 

人口 

(人) 

積雪深 

(cm)※1 

平均気温 

(℃)※1 

法規制・交通規制等 
荷捌き等 

路面 

着色 
備考 

無雪期 積雪期 

岩手県 盛岡市  約 30 万 35 -1.9 

・ビラ配り等で PR を

している 
特に定めていない

特に考慮していない 

水色 

・道路の拡張整備を行った

・冬期の自転車利用に関し

ては、計画に取り入れるよ

う検討中 

福島県 

福島市 済 約 28 万 17 1.6 
・警察等で注意喚起を

している 
〃 〃 緑色 

 

 

いわき市 済 約 34 万 － 3.8 
特に定めていない 

〃 〃  
・堤防沿いにサイクリング

ロードを整備 

郡山市  約 34 万 － 0.8 ・ 〃 〃 青色  

新潟県 新潟市 済 約 80 万 28 2.8 

・路上での声掛け 

・年 1、2 回ほど、警

察と啓発活動をして

いる 

〃 

・電柱に看板を設置し、注

意喚起をしたことがある 

・一時期的には効果があっ

たが、慣れてくると効果が

なくなる 

青色 

 

・冬期の自転車利用に関し

ては、計画に取り入れるよ

う検討中 

 

計画策定距離：154 ㎞ 

富山県 富山市 済 約 42 万 50 2.7 
・市の広報や街頭活動

をしている 
〃 

特に考慮していない 
青色 

 

 

石川県 金沢市 済 約 46 万 30 3.8 

・月 1 回街頭指導をし

ている 

・年 2 回、交通安全週

間に合わせて、街頭で

活動をしている 

・小学生には、安全講

習、中高生には、ルー

ル・マナー検定を行っ

ている 

〃 

・追い越し禁止のような矢

印の路面表示をしている

ところもある 

・路面表示以外には、特に

考慮していない 灰桜色 
計画策定範囲：約 860ha 

 

福井県 福井市  約 27 万 30 3.0 
特に行っていない 

〃 
特に考慮していない 緑系 

グレー 

 

 

新潟県 長岡市  約 28 万 85 1.3 
 

 
  

 

 

 

自転車ネットワーク計画アンケート調査結果（ヒアリング調査結果を含む） 

※1：気象庁データより、積雪地域－2 月の積雪の深さの累年平均、寒冷地域－1 月の平均気温の累年平均 


